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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
沖
縄
海
兵
隊
で
99
人
が

感
染
し
た
」「
13
日
、英
国

で
異
変
種
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
議

員
は
、
沖
縄
の
米
軍
基
地

は
占
領
下
で
も
私
有
財
産

の
没
収
を
禁
じ
た
国
際
法

に
違
反
し
、
銃
剣
と
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
住
民
の
土
地

を
奪
っ
て
造
ら
れ
た
と
指

摘
。
縮
小
・
撤
去
に
取
り

組
む
の
は
政
府
の
責
務
だ

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
政
府
の
辺
野
古
の

新
基
地
建
設
の
設
計
変
更

を
不
承
認
と
し
た
沖
縄
県

の
玉
城
知
事
の
決
定
に
対

強
奪
し
た
沖
縄
米
軍
基
地
の

縮
小
・
撤
去
は
政
府
の
責
務

　
　

衆
院
予
算
委
員
会
で
赤
嶺
議
員
が
追
及

し
、
岸
田
政
権
が
法
の
趣

旨
を
ね
じ
曲
げ
た
行
政
不

服
審
査
請
求
に
踏
み
切
っ

た
こ
と
を
批
判
。
沖
縄
防

衛
局
が
同
じ
政
府
の
一
員

の
国
交
相
に
不
服
を
訴
え

て
い
て
「
中
立
公
正
な
審

査
な
ど
行
わ
れ
る
は
ず
が

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
補
正
予
算
案
で

８
０
１
億
円
も
の
巨
費
を

埋
め
立
て
工
事
費
に
追
加

計
上
し
て
い
る
と
指
摘
。

「
工
事
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
普
天
間
飛
行
場
の

一
日
も
早
い
返
還
に
つ
な

が
る
」
と
述
べ
る
岸
田
首

相
に
対
し
、
政
府
の
試
算

で
も
あ
と
12
年
か
か
る
と

批
判
。「
普
天
間
の
危
険
性

除
去
を
い
う
な
ら
、
明
日

に
で
も
運
用
を
停
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
地

の
縮
小
・
撤
去
が
岸
田
政

権
の
任
務
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。

ストップ土砂投入を求め、辺野古の海に集結した
人たち（14 日）

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

Ｇ
Ｄ
Ｐ
年
率
３
・
６
％
減
に

中
国
に
人
権
抑
圧
の
是
正
と
五
輪
憲
章

の
遵
守
を
求
め
よ

　

五
輪
開
会
・
閉
会
式
へ
の
政
府
代
表
の
不
参
加
は
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
要
旨
）

　
　
　

12
月
13
日　

日
本
共
産
党
委
員
長 

志
位
和
夫　

　

中
国
政
府
に
よ
る
香
港
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で

の
人
権
侵
害
は
、
中
国
政

府
自
身
も
賛
成
し
て
き
た

「
世
界
人
権
宣
言
」（
１
９

４
８
年
）、国
際
人
権
規
約

（
66
年
）、
ウ
ィ
ー
ン
宣
言

（
93
年
）な
ど
国
際
的
な
人

権
保
障
の
取
り
決
め
に
反

す
る
も
の
で
あ
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
と
も
両
立

し
え
な
い
。

　

大
会
に
向
け
懸
命
に
準

備
し
て
き
た
選
手
た
ち
の

参
加
は
保
証
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
政
府
代

表
の
派
遣
は
、
中
国
で
の

人
権
抑
圧
の
黙
認
と
な
り

か
ね
ず
、
送
る
べ
き
で
は

な
い
。

　

日
本
政
府
は
、
中
国
政

府
に
対
し
て
、
従
来
の
及

び
腰
の
態
度
を
あ
ら
た
め
、

国
際
法
に
も
と
づ
く
冷
静

な
外
交
的
批
判
に
よ
っ
て
、

人
権
侵
害
の
是
正
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
遵
守
を

正
面
か
ら
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。

（
全
文
は
共
産
党
HP
を
ご

覧
下
さ
い
）

感
染
者
が
１
人
亡
く
な
っ

た
」「
海
外
か
ら
帰
国
後
、

都
内
で
自
宅
待
機
中
の
女

接
触
者
が
川
崎
で
サ
ッ

カ
ー
観
戦
し
て
い
た
」「
関

西
空
港
検
疫
所
の
職
員
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
が
判
明

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

18
歳
以
下
へ
の
10
万
円

相
当
の
給
付
問
題
。「
14

日
、
政
府
が
全
額
現
金
を

容
認
し
た
」「
地
方
自
治
体

性
１
人
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
感
染
し
て
い
た
」「
濃
厚
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

引
き
起
こ
し
た
の
か
徹
底

的
な
究
明
が
必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
２
０
２
２
年

か
ら
社
長
、
副
社
長
名
で

の
年
賀
状
送
付
を
廃
止
。

「
企
業
の
間
で
恒
例
の
年

賀
は
が
き
に
よ
る
新
年
の

挨
拶
を
辞
め
る
動
き
が
あ

る
と
い
う
」「
背
景
に
は
環

境
へ
の
配
慮
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
行
が
あ
る
よ
う

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
で
竜
巻
（
10

～
11
日
）。「
被
害
映
像
は

す
さ
ま
じ
か
っ
た
」「
17
日

現
在
91
人
が
亡
く
な
っ

た
」「
竜
巻
警
報
が
発
せ
ら

れ
た
の
に
ア
マ
ゾ
ン
な
ど

の
工
場
で
早
退
を
認
め
な

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
阪
で
ビ
ル
火
災
（
17

日
）。「
放
火
の
よ
う
だ
」

「
24
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
、

痛
ま
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
２
０
２
１

年
度
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
セ
・
村
上

宗
隆
内
野
手
（
ヤ
ク
ル

ト
）、
パ
・
山
本
由
伸
投
手

（
オ
リ
ッ
ク
ス
）
が
選
出

（
15
日
）。「
村
上
選
手
は
史

上
最
年
少
で
の
受
賞
だ
」

「
山
本
投
手
の
18
勝
５
敗
、

防
御
率
１
・
39
は
す
ご
い

記
録
だ
」「
新
人
王
は
、セ

　

一
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

来
年
は
１
月
11
日
か

ら
発
行
予
定
で
す
。

は
広
島
の
栗
林
良
吏
投
手
、

パ
は
オ
リ
ッ
ク
ス
の
宮
城

大
弥
投
手
が
受
賞
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

カ
ー
リ
ン
グ
。
ロ
コ
・

ソ
ラ
ー
レ
の
北
京
五
輪
出

場
が
決
定
（
17
日
）。「
韓

国
に
プ
レ
ー
オ
フ
で
快
勝

し
た
」

南
杏
子
著

『
サ
イ
レ
ン
ト
・
ブ
レ
ス

　

看
取
り
の
カ
ル
テ
』

　
　

幻
冬
舎
文
庫

　
　

本
体
７
１
０
円

　

三
鷹
駅
北
口
か
ら
徒
歩

５
分
の
在
宅
診
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
物
語
。
主
人
公

は
大
学
病
院
か
ら
左
遷
さ

れ
て
き
た
医
師
の
倫
子
。

謎
の
男
が
訪
問
し
て
く
る

独
身
女
性
患
者
、
24
時
間

呼
吸
器
を
付
け
て
独
り
で

暮
ら
す
青
年
、
消
え
た
遺

体
、
な
ど
６
つ
の
物
語
が

そ
れ
ぞ
れ
ミ
ス
テ
リ
ー
じ

み
て
お
り
、
最
後
に
謎
が

解
け
て
、
切
な
さ
と
ほ
ん

わ
か
し
た
気
持
ち
に
な
る
。

　

左
遷
し
た
大
学
教
授
の

の
猛
反
発
を
受
け
、
ク
ー

ポ
ン
と
併
用
す
る
原
則
は

な
し
崩
し
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
改
ざ
ん
訴
訟
、
国

が
突
如
責
任
認
め
終
結

（
15
日
）。「
公
文
書
改
ざ
ん

を
強
制
さ
れ
自
殺
し
た
赤

木
さ
ん
の
妻
が
真
相
解
明

を
求
め
た
裁
判
だ
。
突
然

の
終
結
は
真
相
隠
し
だ
」

「
17
日
、赤
木
さ
ん
の
妻
は

財
務
省
に
抗
議
文
を
提
出

し
た
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
交
省
で
統
計
デ
ー
タ

書
き
換
え
判
明
。「
建
設
工

事
受
注
動
態
統
計
の
デ
ー

意
図
も
明
か
さ
れ
る
。
三

鷹
、
小
金
井
、
吉
祥
寺
な

ど
な
じ
み
の
風
景
が
描
写

さ
れ
て
い
る
の
も
楽
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

タ
を
書
き
換
え
て
二
重
に

計
上
し
て
い
た
」「
統
計
は

建
設
業
の
毎
月
の
受
注
動

向
を
示
す
国
の
基
幹
統
計

の
一
つ
だ
」「
誰
が
、何
の

た
め
に
こ
う
い
う
事
態
を

　

自
治
体
の
首
長
と
そ
の

経
験
者
１
３
０
名
が
、
所

属
や
立
場
、
信
条
の
違
い

を
超
え
て
結
集
す
る
「
全

国
首
長
九
条
の
会
」
の
総

会
が
12
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
首
相
や
日
本
維
新

の
会
な
ど
が
改
憲
加
速
の

動
き
を
強
め
る
中
で
、
９

条
改
憲
ス
ト
ッ
プ
の
運
動

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ

改憲阻止へ運動発展を
　首長九条の会が総会

　

小
池
都
知
事
は
、“
情
報

公
開
は
東
京
大
改
革
の
一

丁
目
一
番
地
”
と
公
言
し
、

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」

も
徹
底
的
情
報
公
開
を
公

約
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ

ノ
が
中
核
）
関
連
文
書
の

情
報
公
開
で
20
年
６
月
開

示
さ
れ
た
文
書
は
黒
塗
り

だ
ら
け
。
１
年
後
、
同
一

文
書
の
情
報
公
開
請
求
に

よ
り
21
年
６
月
開
示
さ
れ

た
文
書
は
、
黒
塗
り
が
白

塗
り
に
変
わ
っ
て
い
ま
し

東
京
都
の
情
報
公
開

黒
塗
り
批
判
で
今
度
は
白
塗
り

　

小
池
知
事 
姑
息
な
公
約
破
り

た
（
図
）。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」が
取

材
し
た
と
こ
ろ
、
都
の
情

報
公
開
要
綱
を
今
年
２
月
、

都
民
に
知
ら
せ
ず
改
定
。

姑
息
に
も
黒
塗
り
で
な
く

事
実
上
白
塗
り
優
先
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
旗
取
材
報
道
が

反
響
が
呼
ん
で
い
ま
す
。

『
女
性
自
身
』
は
25
日
、

ウ
ェ
ブ
で
「
非
公
開
部
分

を
黒
塗
り
か
ら“
白
塗
り
”

で
公
約
実
現
…
小
池
都
政

に『
舐な

め
す
ぎ
』と
大
ブ
ー

イ
ン
グ
」
の
見
出
し
、
Ｊ

－

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
も

赤
旗
記
事
を
紹
介
し
ま
し

た
。

と
が
極
め
て
重
要
と
す
る

活
動
方
針
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

総
会
は
ア
ピ
ー
ル
で
、

憲
法
審
査
会
で
の
改
憲
発

議
の
阻
止
、
来
年
夏
の
参

議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力
３

分
の
２
を
食
い
止
め
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。


